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特集 東広島介護支援専門員連絡協議会の
 活動について



SPECIAL
特
集

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
身
近
な
存
在
に

 

す
る
た
め
に
ケ
ア
マ
ネ
Ｚゼ

ッ
ト

奮
闘
中
！

Ｑ　

東
広
島
介
護
支
援
専
門
員
連
絡

協
議
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

上
田　

団
体
と
し
て
は
、
職
能
の
自

主
的
勉
強
会
と
い
う
形
か
ら
立
ち
上

が
っ
た
組
織
で
、
会
員
数
は
介
護
支

援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

以
下
、「
ケ
ア
マ
ネ
」）
を
中
心
に
150

名
位
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
運
営
方
針
の
決
定
に
関
わ
っ

て
い
る
メ
ン
バ
ー
を「
ケ
ア
マ
ネ
Ｚ
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
の
主
軸
は
、1
つ
目
は
市
内
の

ケ
ア
マ
ネ
の
交
流
、2
つ
目
は
会
員
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
技
術
向
上

を
目
的
と
し
た
研
修
会
等
の
定
期
的

な
開
催
、3
つ
目
は
各
業
種
の
団
体
と

の
連
携
を
図
る
ほ
か
、行
政
の
会
議・

福
祉
事
業
運
営
委
員
会・地
域
対
策
協

議
会
な
ど
で
ケ
ア
マ
ネ
と
し
て
の
意

見
を
提
出
す
る
、と
い
う
も
の
で
す
。

Ｑ　

幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
お
薦
め
は
あ
り
ま
す
か
。

上
田　

月
2
回
開
催
し
て
い
る
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
と
い
う
、
認
知
症
カ

フ
ェ
で
す
。

　

今
は
市
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
7
〜
8
年
前
か
ら
『
ケ
ア
マ
ネ

と
は
？
』
を
市
民
に
伝
え
る
た
め
、

福
祉
ま
つ
り
等
で
堅
苦
し
い
相
談
所

で
は
な
く
カ
フ
ェ
と
い
う
形
で
出
店

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
お
客
さ
ん

に
、「
実
は
私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
な
ん

じ
ゃ
け
ど
、
何
か
身
近
な
相
談
な
ど

は
あ
り
ま
す
か
。」
と
い
う
よ
う
な

形
で
話
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の

延
長
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
高

校
生
、
大
学
生
も
参
加
し
て
高
齢
者

北林議員、牛尾議員が聴く

東広島介護支援専門員
連絡協議会の活動について

表紙写真／話をお聞きした皆さん

　本市には、令和４年３月末現在、7,731人
の介護認定者がおられます。その方々が介護
サービスを受けられるようにケアプランの作成
や事業者との調整を行うのが介護支援専門員
（ケアマネージャー）です。
　今回、東広島市の介護支援専門員連絡協議会
の方々にお話を伺いました。

東広島介護支援専門員連絡協議会
事務局長　上田　雅也さん

東広島介護支援専門員連絡協議会
理事　角本　伸志さん

プロフィール
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❷

❸

と
交
流
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

こ
の
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

東
広
島
市
の
多
職
種
連
携
の
懇
親
会

を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

上
田　

医
師
・
歯
科
医
師
・
看
護
師
・

薬
剤
師
・
障
害
分
野
関
係
者
・
行
政
関

係
者
な
ど
、医
療
・
看
護
・
福
祉
に
関

わ
る
150
人
以
上
の
方
が
参
加（
コ
ロ

ナ
前
）し
、楽
し
く
連
携
が
で
き
て

い
る
の
は
東
広
島
独
自
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

介
護
の
現
場
で
の
空
気
と
い
う

の
は
、
か
な
り
変
わ
り
ま
し
た
か
。

上
田　

今
の
60
〜
70
代
の
方
は
、
世

界
を
飛
び
回
っ
て
活
躍
し
た
方
も
お

ら
れ
、
自
分
で
介
護
保
険
を
勉
強
さ

れ
、
希
望
も
し
っ
か
り
と
言
わ
れ
る

方
も
多
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

角
本　

利
用
者
さ
ん
の
た
め
に
や
れ

ば
や
る
ほ
ど
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
す
が
、
ケ
ア
マ
ネ
の
仕
事
は

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
の

連
絡
・
調
整
な
ど
と
い
っ
た
よ
う

に
、
明
確
に
は
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ど
こ
ま
で
が
ケ
ア
マ
ネ
の
仕
事

で
、
こ
う
い
う
ケ
ー
ス
は
仕
事
じ
ゃ

な
い
と
は
、
僕
た
ち
は
言
い
に
く
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
線
引

き
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
仕
事
は
増
え

る
け
ど
、
報
酬
は
上
が
ら
な
い
ジ
レ

ン
マ
で
す
ね
。

角
本　

そ
う
で
す
ね
。
当
初
は
ケ
ア

マ
ネ
の
立
ち
位
置
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
ケ
ア
マ
ネ
が
中
心
で
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
展
開
す
る
認
識
が
医
師
か
ら
も
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ケ
ア

マ
ネ
は
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
で
す
が
、
責
任
や
、
付
随
す
る
仕

事
の
多
さ
が
と
て
も
大
変
で
す
。

　

大
変
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
で
き
る

よ
う
に
、
私
た
ち
が
楽
し
ん
で
活
動

し
、
介
護
職
の
中
で
も
ケ
ア
マ
ネ
と

し
て
格
好
よ
く
仕
事
が
で
き
る
、
プ

ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
取
組
み
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
田　

我
々
の
活
動
の
後
継
は
意
外

と
難
し
い
課
題
で
す
が
、
や
は
り
楽

し
い
こ
と
、
格
好
い
い
こ
と
は
、
後

輩
の
憧
れ
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

活
動
を
続
け
、
そ
う
い
っ
た
背
中
を

し
っ
か
り
見
せ
て
育
て
て
い
き
た
い

な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

①　取材風景
②　運営会議での集合写真
③　 東広島介護支援専門員連絡協議

会主催のケアマネジメント研修
④　健康フェアでの相談会
⑤　 アクアフェスタでのケアマネ
カフェ

⑥　高屋での認知症カフェ

❶

❹ ❺ ❻

市議会だより　2023.2page.03



令和４年第４回定例会　議案の概要

第４回定例会
（会期：令和４年12月５日～12月22日）

議決した案件
議案の内訳

●条例案…４件　●予算案…６件　●承認案…１件　●同意案…１件
●その他…23件　●委員会提出議案…１件　●議長発議…１件
（　●全会一致可決…35件　●賛成多数可決…２件　）

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

【表決が分かれた議案名】
議案第148号　財産の取得について

議案第167号　職員の給与に関する条例等の一部改正について

議案番号
▼

会派名 清新の会 創生会 創志会 市民クラブ 令和会 公明党
日
本
共
産
党

真
政
倶
楽
部

広
友
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

議員名

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

大
下　

博
隆

重
光　

秋
治

乗
越　

耕
司

池
田　

隆
興

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

坪
井　

浩
一

山
下　
　

守

牧
尾　

良
二

岡
田　

育
三

大
道　

博
夫

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

落
海　

直
哉

鈴
木　

利
宏

鈴
木　

英
士

牛
尾　

容
子

田
坂　

武
文

坂
元
百
合
子

加
根　

佳
基

谷　
　

晴
美

宮
川　

誠
子

上
田　
　

廣

石
原　

賢
治

議案第148号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案第167号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席

議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、こちらのQRコードからご覧いただけます。

議
員
紹
介

　

広
島
県
及
び
14
市
町
で
構
成
す

る
広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業
団

が
11
月
18
日
付
け
で
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
企
業
団
規
約
に

基
づ
き
、
本
市
か
ら
は
2
名
の
企

業
団
議
会
議
員
を
選
出
す
る
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
12
月
22
日
の
本

会
議
で
選
挙
が
行
わ
れ
、
岡
田
育

三
議
員
と
片
山
貴
志
議
員
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

片
かたやま
山　貴

たかし
志 岡

おか だ
田　育

いくそう
三
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令和４年第４回定例会　議案の概要

○
取
得
す
る
財
産

　　
　

高
屋
町
杵
原
1
2
6
4
番
1
ほ
か

　　
　

6
4
8
9
・
71
㎡

○
取
得
価
格

　

4
億
6
0
5
3
万
5
0
3
3
円

○
相
手
方

　

広
島
中
央
農
業
協
同
組
合

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ 　

地
域
住
民
か
ら
、
用
地
の
選
定
に

つ
い
て
住
民
説
明
が
遅
れ
て
い
る
点

を
指
摘
す
る
声
が
届
い
て
い
る
が
、

こ
れ
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ 　

用
地
選
定
に
当
た
っ
て
、
相
手
方

か
ら
承
諾
を
得
る
ま
で
は
公
表
が
難

し
く
、
公
表
の
範
囲
や
時
期
を
含
め
、

慎
重
に
対
応
し
た
。
今
後
は
地
元
や

関
係
機
関
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
設
計
に
反
映
し
て
い
く
。

所
在
地

面
積
の
合
計

本
会
議
で
の
討
論

反 

対　

こ
の
地
域
は
、
す
ぐ
に
川
が
氾

濫
し
て
浸
水
す
る
た
め
、
盛
土
の
助

成
制
度
の
創
設
を
検
討
し
、
安
全
・

安
心
な
工
夫
を
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
市
民
か
ら
の
要
求
・
要
望
は
、

公
共
施
設
の
よ
う
な
土
建
事
業
で
は

な
く
、
公
共
交
通
の
運
賃
無
料
化
・

保
育
所
の
抜
本
改
修
・
就
学
支
援
な

ど
、
日
々
の
暮
ら
し
へ
の
支
援
で
あ

る
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛 

成　

現
行
の
地
域
セ
ン
タ
ー
は
老
朽

化
と
と
も
に
狭
隘
化
し
て
お
り
、
こ

れ
の
整
備
は
、
地
域
に
と
っ
て
の
悲

願
で
あ
る
。
住
民
自
治
協
議
会
を
は

じ
め
地
域
の
関
係
者
と
し
っ
か
り
意

思
疎
通
を
行
い
な
が
ら
、
事
業
を
推

進
す
べ
き
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

賛 

成　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
で
は
浸
水

し
た
地
域
で
も
あ
る
た
め
、
周
辺
の

河
川
・
道
路
の
早
期
の
改
修
を
強
く

要
望
し
た
上
で
、
賛
成
す
る
。

　

本
市
議
会
の
総
務
委
員
会
で
実
施
し
た
所
管
事
務
調
査
の
結
果
、
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆ 

Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ
構
想
の
推
進
に
関
し
、
執
行
部
に
対
し
、
取
組
み
の
強
化
を
求
め
る
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
た
め
、
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
4
号
〉

※
Ｔタ

ウ

ン

ｏ
ｗ
ｎ
＆ア

ン
ド

Ｇガ

ウ

ン

ｏ
ｗ
ｎ
構
想
の
推
進
に

関
す
る
決
議

〈
議
案
第
148
号
〉

高
屋
西
地
域
セ
ン
タ
ー・高
屋
中
央
保
育
所
複
合

施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
を
買
い
入
れ
ま
す

Town＆Gown構想の推進に関する決議（抜粋）
　本市は昭和49年４月の市制施行以来、全国的にも注目される成長都市となったが、
特定の産業に依存する産業構造や学生・若者の低い市内就職率、周辺地域の高齢化・
過疎化による活力低下などの課題を抱えている。
　Town＆Gown構想は、これら山積する行政課題を解決しつつ、市と広島大学が一
体となってまちづくりを進めていく取組みであり、全市を挙げて注力していく必要が
あると考えるため、次に掲げる事項について強く求める。

１ 　様々な部門の職員が本構想を理解し、日常業務の中で市民の暮らしにくさを課題
として認識し、積極的に解決していこうとする姿勢が不可欠であるため、職員の意
識改革、育成を進め、全庁的な推進体制を構築すること。また、地域課題を抽出・
集約し、大学や民間企業が持つ知見・最新技術をその解決に最大限活かすための仕
組みを構築すること。

２ 　構想の推進に当たっては、適宜取組みの進捗やまちの変化等について、地域の声
を聴きながら検証を行い、構想が掲げる将来像との乖離が生じた場合には、構想の
修正を行っていくこと。また、環境負荷の低減を目指すスマートシティの取組みは、
最新の技術により最大の効果が得られるよう、検証を繰り返しながら着実に取組み
を進めていくこと。

３ 　本構想を実現するためには、取組みに参加する全ての企業や団体が理念やビジョ
ンを共有し、一体性を持った取組みとして強力に推進していく必要がある。これら
理念やビジョンに基づき取組み全体をコーディネートする存在を明確に位置付ける
こと。

４ 　構想に関わる全ての企業や団体が、地域住民や既存の事業者と信頼関係を築きな
がら事業を推進していくよう努めること。あわせて、多くの市民がデジタルサービ
スの恩恵を受けることができるよう、高齢者など、デジタルに不慣れな市民がサー
ビスを利用したくなるような仕掛けを講じること。

以上、決議する。

※Town＆Gown　　  欧米の大学立地都市を参考に、タウン（街）とガウン（学生や教授たち）と
が一体となったまちづくりを目指すため、広島大学と東広島市が連携を図り
ながら、持続可能で魅力的なまちづくりを進める取組み。
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一 般 質 問

※LGBTQ　　  「性的少数者」を表す言葉の総称で、「レズビアン（女性同性愛者）」、「ゲイ（男性同性愛者）」、「バイセクシュアル（両
性愛者）」、「トランスジェンダー（性別越境、性別違和）」「クエスチョニング（自分自身のセクシュアリティを決めら
れないまたは決めない人）」の頭文字をとって組み合わせた言葉。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
に
つ
い
て

質　

問

　

多
様
な
生
き
方
を
認
め
合
う
社
会
の

実
現
へ
向
け
、
※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
へ
の
支
援
と
し

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
を
導

入
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
多
様

性
を
認
め
る
共
生
社
会
に
お
い
て
、
ま

た
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
と
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
や
市
民
の
人
権
を
尊

重
す
る
視
点
か
ら
も
制
度
の
導
入
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
る
。
本
市
で
も
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入
や
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
で
は
、

宣
誓
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
営
住

宅
へ
の
入
居
や
罹
災
証
明
書
の
交
付
、

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
軽
自
動
車

税
の
減
免
、
傷
病
者
搬
送
証
明
書
の
交

付
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
可
能
と
な

る
。

　

本
市
で
は
、
外
資
系
企
業
や
大
学
か

ら
の
強
い
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、

市
民
や
転
入
を
希
望
し
て
い
る
大
学
生

の
方
々
か
ら
複
数
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
11
月

下
旬
に
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
推

進
審
議
会
」
に
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
様
々
な
人
の
人
権
を

認
め
る
観
点
か
ら
、
委
員
の
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。
令
和
5
年
4
月
1
日

か
ら
の
施
行
を
目
指
し
た
い
。

　

な
お
、
制
度
に
は
法
的
効
力
が
な
い

こ
と
、
県
内
で
導
入
し
て
い
る
全
て
の

自
治
体
が
要
綱
で
実
施
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
要
綱
で
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

地
域
経
済
の
発
展
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

質　

問

　

高
垣
市
長
が
2
期
目
に
や
り
遂
げ
た

い
こ
と
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

施
策
の
重
点
化
の
方
向
性
を
示
す
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、「
新
し
い
時
代
を

リ
ー
ド
す
る
『
や
さ
し
い
未
来
都
市
』

の
実
現
」
を
掲
げ
て
い
る
。
と
り
わ
け

注
視
す
べ
き
「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
体

制
の
整
備
」、「
仕
事
と
生
活
価
値
を
創

造
す
る
基
盤
づ
く
り
」、「
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
多
様
性
と
調
和
社
会
の
実

現
」、「
多
彩
な
地
域
の
特
徴
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
」、「
時
代
を
担
う
子
ど

も
を
育
て
る
教
育
・
保
育
の
推
進
」、「
持

続
可
能
な
次
世
代
環
境
都
市
の
構
築
」

の
6
つ
の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
む
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

に
つ
い
て

質　

問

　

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
の
方
向
性
を
問
う
。

答　

弁
／
中
村
生
活
環
境
部
長

　

市
民
の
誰
も
が
突
然
犯
罪
被
害
者
に

な
る
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
被
害
の
軽
減

や
回
復
に
は
市
民
や
事
業
者
な
ど
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
理
解
と
支
援
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
犯
罪
被
害
を
受

け
た
方
々
に
対
す
る
支
援
の
有
無
や
内

容
が
、
住
む
地
域
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
状
況
は
解
消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

市
民
の
安
心
に
繋
が
る
条
例
の
制
定
が

必
要
と
考
え
た
た
め
、
令
和
5
年
第
1

回
定
例
会
に
条
例
案
を
提
出
し
、
令
和

5
年
4
月
1
日
の
施
行
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
る
。

一 般 質 問

片
かたやま

山　貴
た か し

志
（創生会）

質問した項目
■地域経済の活性化と市民サー
ビス向上について

■令和５年度予算編成方針での
予算枠配分方式について

■犯罪被害者等支援条例の制定
について

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目
■本市のパートナーシップ・
ファミリーシップ宣誓制度に
ついて

■HPVワクチンの積極的勧奨
再開について

■９価HPVワクチンと定期接
種化の対応について

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください
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一 般 質 問

※Ｇ７広島サミット　　  令和５年５月19～21日の日程で広島市において開催される、先進７か国首脳会議のこと。日本を始め、ア
メリカ、イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、カナダ及び欧州理事会議長及び欧州委員会委員長が参加する。

　インバウンド　　外国人が訪れてくる旅行のこと。外国人観光客。
　コンテンツ　　「内容」や「情報の中身」のこと。

※フレイル　　加齢によって運動機能や認知機能といった心身の活力が低下した状態のこと。
　地域包括ケアシステム　　  高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、介護予防・日常生活支援・医療・住まい・

介護の各分野が互いに連携しながら支援する体制。

高
齢
者
の
市
内
全
域
バ
ス

料
金
、一
律
100
円
の
実
現

質　

問

　

呉
市
・
三
原
市
で
は
所
得
制
限
の
な

い「
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
市
内
全
域

バ
ス
料
金
、一
律
100
円
」が
実
現
し
て

い
る
。
外
出
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
※
フ

レ
イ
ル
予
防
に
繋
が
り
、通
院
や
買
い

物
な
ど
に
か
か
る
交
通
費
の
負
担
軽
減
、

運
転
免
許
証
返
納
の
推
進
が
図
ら
れ
る
。

　

本
市
と
比
べ
財
政
状
況
が
い
い
と
は

い
え
な
い
隣
接
す
る
両
市
で
長
年
展
開

さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
早
急
に
事
業

計
画
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

こ
れ
ま
で
※
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
て
き
た
が
、今
後「
移

動
支
援
」
と
い
う
観
点
も
加
え
て
、
総

合
的
に
健
康
寿
命
の
延
伸
を
検
討
す
る
。

で
き
な
い
理
由
で
な
く

で
き
る
方
法
を
考
え
る
べ
き

質　

問

　

で
き
な
い
理
由
の
羅
列
、
で
き
な
い

理
由
で
正
当
化
す
る
の
で
は
な
く
、
市

民
の
お
金
を
使
う
と
い
う
意
識
を
も
っ

て
ほ
し
い
。
で
き
る
理
由
は
、
①
他
市

で
の
実
績
が
あ
る
、
②
財
政
的
に
可
能
、

③
市
民
の
声
と
恩
恵
を
受
け
る
人
が
多

い
、
の
3
つ
で
あ
る
。
で
き
る
方
法
を

考
え
て
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す
る
。

答　

弁
／
多
田
副
市
長

　

今
ま
で
一
定
の
条
件
に
限
定
し
た
高

齢
者
等
の
外
出
支
援
を
し
て
き
た
が
、

提
案
に
よ
り
改
め
て
高
齢
者
の
外
出
支

援
の
重
要
性
を
認
識
し
た
。
外
出
支
援

策
に
つ
い
て
「
で
き
る
方
法
」
を
早
急

に
検
討
し
、
先
進
自
治
体
の
取
組
み
や

課
題
を
把
握
し
、
事
業
化
を
進
め
る
。

地
場
産
業
、地
域
中
小
企
業

の
現
況
と
今
後
の
展
開

質　

問

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
に
伴
う

人
手
不
足
や
コ
ロ
ナ
禍
、
円
安
、
原
材

料
価
格
高
騰
な
ど
に
よ
る
本
市
の
地
場

産
業
、
中
小
企
業
の
現
況
を
問
い
、
活

性
化
、
再
生
、
事
業
承
継
や
人
材
の
確

保
・
育
成
・
活
用
な
ど
の
問
題
解
決
に

ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
対
応
す
る
の
か

伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
で
は
あ
ら
ゆ
る
業
態
の
事
業
者

へ
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
中
小

企
業
等
で
は
事
業
継
承
や
人
材
不
足
等

の
経
営
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

多
様
な
人
材
を
活
用
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
す
る
な
ど
、
地
域
経
済
を

支
え
る
中
小
企
業
の
支
援
を
図
る
。

※
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に

対
す
る
戦
略
的
情
報
発
信

質　

問

　

Ｇ
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
来
年
開
催
さ

れ
、
様
々
な
場
面
で
本
市
の
魅
力
の
戦

略
的
情
報
発
信
が
可
能
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
認
知
度
向
上
や
地
域
商
品
の
需

要
増
、
※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
な
ど
観

光
の
地
域
産
業
化
が
期
待
さ
れ
る
が
、

そ
の
取
組
み
内
容
な
ど
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　
「
Ｇ
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
」
東
広
島
お

も
て
な
し
推
進
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
日

本
酒
、
歴
史
、
文
化
な
ど
本
市
の
魅
力

を
活
か
し
た
※
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
し
て
お
り
、

こ
れ
を
機
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
も
関

係
機
関
と
連
携
し
て
取
組
み
を
さ
ら
に

推
進
す
る
。

一 般 質 問

奥
お く や

谷　求
もとむ

（創志会）

質問した項目
■地域特性、資源を活かした産
業の活性化

■国などが打ち出す農業施策へ
の対応

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■「高齢者の市内全域バス料金、
一律100円の実現」に向け
て

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください
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一 般 質 問

※広島県安芸国分寺跡土坑出土品　　  天
てんぴょうしょうほう
平勝寶二年（西暦750年）の記年銘のある木簡（荷札）を含む多数の木簡や、仏教行事を示

す墨書のある土器、供膳具である土器類（須恵器や土師器）、箸や物差しなどの木製品等が一括
して寺域内から出土。全国にある国分寺の中で、発掘調査で出土した出土文化財が重要文化財（美
術工芸品：考古資料）となるのは、全国初。

市
役
所
本
庁
に
、
新
た
な

立
体
駐
車
場
は
必
要
か
？

質　

問

　

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
等

の
活
用
に
つ
い
て
、
市
役
所
北
館
と
併

設
し
た
新
施
設
を
設
け
、
地
域
共
生
・

市
民
協
働
拠
点
の
機
能
を
整
備
す
る
と

さ
れ
、
さ
ら
に
は
駐
車
場
不
足
に
よ
り
、

新
た
な
立
体
駐
車
場
の
建
設
を
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
の
不
足
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
老
朽
化
し

て
い
る
北
館
は
、
本
館
で
の
事
務
ス

ペ
ー
ス
不
足
等
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、

建
替
え
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

市
役
所
敷
地
内
に
は
、
地
域
共
生
・

市
民
協
働
の
拠
点
、
立
体
駐
車
場
等
の

設
置
を
考
え
て
い
る
。
今
年
度
の
基
本

計
画
で
、
新
施
設
と
北
館
と
の
一
体
的

整
備
を
含
め
、
必
要
と
さ
れ
る
施
設
の

機
能
や
規
模
、
配
置
等
を
整
理
し
、
よ

り
よ
い
整
備
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

小
規
模
農
家
の
現
状
に

マ
ッ
チ
し
た
政
策
を
！

質　

問

　

東
広
島
市
農
業
肥
料
価
格
高
騰
緊
急

支
援
金
の
交
付
申
請
要
件
は
、
昨
年
の

販
売
実
績
が
50
万
円
以
上
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
で
は
、
自
家
消
費
分
を
含

め
作
付
け
面
積
が
6
反
以
下
の
小
規
模

農
家
は
申
請
で
き
な
い
。
す
べ
て
の
農

家
を
対
象
と
し
な
い
理
由
は
な
に
か
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

今
回
の
事
業
は
、
市
内
農
家
5
4
0

0
戸
の
う
ち
、
肥
料
高
騰
で
特
に
大
き

な
影
響
を
受
け
る
販
売
農
家
を
対
象
と

し
た
。

本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

達
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

国
の
方
針
に
よ
り
学
校
の
働
き
方
改

革
を
目
的
と
し
て
、
来
年
度
よ
り
段
階

的
に
部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
ら
れ

る
が
、
地
域
移
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、

地
域
移
行
後
に
想
定
さ
れ
る
課
題
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
江
口
学
校
教
育
部
長

　

令
和
5
年
1
月
に
関
係
者
・
有
識
者

に
よ
る
検
討
会
議
を
行
い
、
地
域
移
行

の
在
り
方
や
方
法
を
研
究
す
る
た
め
令

和
5
年
度
か
ら
3
年
間
、
モ
デ
ル
地
域

を
設
置
し
て
実
践
を
重
ね
、
令
和
8
年

度
に
は
全
市
で
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

地
域
移
行
後
に
想
定
さ
れ
る
課
題
は
、

会
費
の
問
題
や
保
護
者
等
の
負
担
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
が
、
先
進
事
例
等
を
参

考
に
対
策
を
検
討
し
、
保
護
者
の
理
解

を
得
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

安
芸
国
分
寺
歴
史
公
園
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

質　

問

　
※
広
島
県
安
芸
国
分
寺
跡
土
坑
出
土

品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

予
定
だ
が
、
安
芸
国
分
寺
歴
史
公
園
を

訪
れ
る
人
が
少
な
い
中
で
、
出
土
品
を

市
民
や
地
域
の
方
に
ど
う
周
知
し
、
歴

史
公
園
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
ら
れ
る

の
か
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

今
回
の
出
土
品
は
、
極
め
て
学
術
的

価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、
東
広
島
市
立

美
術
館
な
ど
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

将
来
的
に
は
歴
史
民
族
博
物
館
の
設
置

も
必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
検
討

し
て
い
く
。

一 般 質 問

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■本市の将来を担う子ども達へ
の支援について

■安芸国分寺歴史公園について
■本市の交通施策について

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■中央生涯学習センター跡地等
の活用案について

■小規模農家対策について

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください
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一 般 質 問

庁
舎
北
館
東
側
に
整
備

予
定
の
新
施
設
に
つ
い
て

質　

問

　

庁
舎
北
館
の
東
側
に
地
域
共
生
・
市

民
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の
拠
点
と
し

て
新
た
に
整
備
さ
れ
る
施
設
は
、
地
域

活
動
に
繋
が
る
施
設
と
な
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

現
在
の
庁
舎
北
館
に
あ
る
機
能
を
含

め
、
子
育
て
を
中
心
と
し
た
地
域
共
生
、

市
民
協
働
の
拠
点
機
能
等
を
整
備
す
る

方
針
と
し
て
お
り
、
市
民
協
働
セ
ン

タ
ー
や
西
条
住
民
自
治
協
議
会
の
拠
点

施
設
と
し
て
の
機
能
の
拡
充
を
は
じ
め
、

市
民
利
用
が
可
能
な
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

や
会
議
室
等
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
地

域
活
動
の
活
性
化
に
資
す
る
施
設
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
特
徴
化・

聖
地
化
の
狙
い
は

質　

問

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
特
徴
化
の
具
体
と
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
化
の
狙
い
は

何
か
を
伺
う
。

答　

弁
／
岡
田
生
涯
学
習
部
長

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
特
徴
化
・
聖
地
化

に
よ
り
、
特
定
競
技
の
拠
点
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
を
重
要
な
施
策
の
一
つ

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
既
存
利
用
の
な

い
廃
校
な
ど
の
未
利
用
施
設
を
活
用
す

る
こ
と
を
中
心
に
、
地
域
の
先
進
的
・

主
体
的
な
取
組
み
な
ど
を
勘
案
し
な
が

ら
施
設
の
不
足
感
を
解
消
す
る
と
と
も

に
、
聖
地
化
し
た
競
技
の
施
設
機
能
を

高
め
る
こ
と
で
、
利
便
性
を
向
上
し
て

い
く
。

三
永
水
源
地
フ
ジ
棚
の

復
活
再
生
を
‼

質　

問

　

三
永
水
源
地
の
フ
ジ
棚
は
昭
和
60
年

頃
は
約
20
万
人
、
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
平

成
元
年
頃
は
約
28
万
7
千
人
の
見
物
客

が
あ
り
、
東
洋
一
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。

三
永
水
源
地
を
か
つ
て
の
よ
う
に
、
市

民
が
利
活
用
で
き
る
水
辺
の
憩
い
の
場

所
と
し
て
再
生
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

三
永
水
源
地
は
、
呉
市
が
水
源
を
管

理
す
る
た
め
に
所
有
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
本
市
と
し
て
は
地
域
貢
献

事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

「
桜
・
藤
棚
一
般
開
放
」
の
継
続
実
施

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
呉
市
に
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ「
第
８
波
入
り
」

に
つ
い
て

質　

問

　

広
島
県
は
、
県
内
の
感
染
状
況
に
つ

い
て
「
第
8
波
」
に
入
っ
た
と
の
認
識

を
示
し
、
入
院
医
療
体
制
を
「
緊
急

フ
ェ
ー
ズ
1
」
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、

確
保
病
床
数
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
が
、

本
市
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

新
規
感
染
者
数
に
つ
い
て
は
、
高
止

ま
り
状
態
で
横
ば
い
傾
向
が
継
続
し
て

お
り
、
感
染
状
況
は
依
然
と
し
て
高
い

状
態
に
あ
る
。
医
療
が
手
薄
と
な
る
年

末
年
始
の
急
な
発
熱
等
に
備
え
て
、
医

療
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
周
知
し
て
い

く
。
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
感

染
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活
動
と
の
両

立
に
努
め
る
。

一 般 質 問

加
か ね

根　佳
よ し き

基
（公明党）

質問した項目
■三永水源地フジ棚の復活再生
を‼

■三永水源地が呉市の所有の土
地となっていることについて

■新型コロナ「第８波入り」に
ついて

坪
つ ぼ い

井　浩
こういち

一
（創生会）

質問した項目
■西条市街地地区における街づ
くりについて

■学びのキャンパス推進事業実
施計画及びスポーツ推進計画
について

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください
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一 般 質 問

※上下分離方式　 　  道路・鉄道・空港等の路線や施設などのインフラ部分を公的事業者が建設・保有・整備し，それを民間会社が借り受けたり，
委託を受け運営する方式。

　種子法　　  日本の主要農作物である米、大豆、麦の種子の安定的生産及び普及を推進するため、米、大豆、麦の種子の生産について審査その他
の措置を定めた法律。主要農作物種子法の通称。

　ネオニコチノイド系農薬　　  ニコチンに似た成分（ニコチノイド）をベースとした殺虫剤で、1990年代から市場に出回り始め、現在世界で広
く使われている。

公
園
が
少
な
い
エ
リ
ア
へ

の
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

質　

問

　

安
芸
津
町
内
へ
の
公
園
整
備
に
つ
い

て
290
名
の
署
名
が
添
え
ら
れ
た
陳
情
が

議
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
公
園

の
配
置
は
市
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を

欠
い
て
い
る
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
後
公
園
を
整
備
し
て
い
く
上
で
、
全

体
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
優
先
順
位
を

決
め
て
進
め
る
た
め
に
、
公
園
全
体
の

整
備
計
画
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
竹
江
都
市
部
長

　

現
在
策
定
中
の
「
第
2
次
東
広
島
市

緑
の
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
た
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
優
先
順
位

付
け
や
エ
リ
ア
ご
と
の
公
園
整
備
方
針

な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
ア
イ
デ
ア
や

意
向
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
利
用
し
や

す
い
公
園
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

黙
食
の
見
直
し
に
つ
い
て

質　

問

　

給
食
時
に
つ
い
て
、
座
席
配
置
の
工

夫
な
ど
の
適
切
な
対
策
を
行
え
ば
会
話

は
可
能
だ
と
す
る
通
知
を
文
部
科
学
省

が
出
し
た
。
今
後
、
黙
食
の
見
直
し
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市

の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

現
在
、
小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
は
、

高
止
ま
り
の
状
況
に
あ
る
。
一
斉
に
黙

食
を
見
直
す
こ
と
に
は
、
慎
重
を
期
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
児

童
生
徒
の
感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、

適
切
な
対
応
を
行
う
。

本
市
公
共
交
通
施
策
の

さ
ら
な
る
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

①
広
島
市
で
検
討
さ
れ
る
「
※
上
下

分
離
方
式
」
に
対
し
、
本
市
と
し
て
ど

の
様
に
認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

　

②
公
共
交
通
の
意
義
が
市
民
の
皆
様

に
浸
透
し
て
い
な
い
と
感
じ
る
が
、
利

用
促
進
条
例
等
の
制
定
に
よ
り
意
識
醸

成
を
推
進
し
て
い
く
考
え
方
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

①
国
か
ら
地
方
へ
の
支
援
が
前
提
と

な
る
が
、
広
島
都
市
圏
域
の
自
治
体
と

し
て
し
っ
か
り
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

②
公
共
交
通
の
利
用
促
進
条
例
等
の

制
定
は
、
施
策
展
開
の
き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
国
の

動
向
を
見
据
え
た
上
で
考
え
た
い
。

食
と
環
境
に
お
け
る
市
民

の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

質　

問

　

①
※
種
子
法
廃
止
に
対
し
て
多
く
の

道
県
で
公
共
の
種
子
開
発
を
続
け
て
い

く
動
き
が
あ
る
が
、
本
市
と
し
て
は
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

　

②
※
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
等
の
新

タ
イ
プ
の
農
薬
が
人
体
に
与
え
る
影
響

を
指
摘
す
る
研
究
結
果
が
出
て
い
る
が
、

本
市
の
認
識
は
い
か
が
か
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

①
種
子
は
営
農
に
不
可
欠
で
あ
る
。

農
業
の
維
持
、
食
料
の
確
保
等
を
図
る

た
め
種
子
の
普
及
に
努
め
て
い
く
。

　

②
農
水
省
は
使
用
基
準
に
従
っ
て
使

用
す
れ
ば
安
全
な
農
薬
の
み
登
録
し
て

お
り
、
本
市
で
は
農
業
者
に
農
薬
の
使

用
基
準
の
順
守
を
周
知
し
て
い
る
。

一 般 質 問

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目
■本市公共交通施策のさらなる
推進に向けて

■食と環境の視点から考える安
全・安心な市民生活のために

鈴
す ず き

木　英
え い じ

士
（令和会）

質問した項目
■妊娠から子育て期における切
れ目ない支援体制の構築につ
いて

■学校の運営について
■産業施策について
■公園の整備について

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください
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一 般 質 問

※ＤＸ　　  デジタルトランスフォーメーションの略。進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をあらゆる面でより良い
方向に変化させること。

　市民ポータルサイト　　インターネットを利用して市民と市役所や学校をつなぎ情報共有や手続き等を行う新たな行政サービスの窓口。

東
広
島
市
に
学
生
の
ま
ち

推
進
条
例
を
！

質　

問

　

大
学
・
学
生
と
継
続
的
な
連
携
に
取

り
組
む
た
め
、
金
沢
市
の
よ
う
な
学
生

の
ま
ち
推
進
条
例
等
を
制
定
し
て
は
ど

う
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

学
生
と
地
域
連
携
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
広
報
や
周
知
に
課
題
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
現
状
の

取
組
み
を
い
か
に
周
知
し
て
い
く
か
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
様
々
な

広
報
媒
体
や
ツ
ー
ル
等
を
活
用
し
て
今

後
も
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

金
沢
市
の
状
況
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
研

究
し
て
い
く
。

安
心
し
て
認
知
症
に
な
れ
る

東
広
島
を
目
指
し
て

質　

問

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
当
事
者
本
人
の

意
思
や
希
望
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
て

認
知
症
に
な
れ
る
社
会
を
目
指
し
、
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。
認
知
症
当
事
者

や
当
事
者
グ
ル
ー
プ
の
発
信
に
関
し
て
、

本
市
は
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

昨
年
度
よ
り
、
認
知
症
当
事
者
同
士

の
「
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し

て
い
る
が
、
当
事
者
グ
ル
ー
プ
の
結
成

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
本
人
の
想
い
を

話
す
場
で
市
や
関
係
者
が
そ
の
声
を
聞

き
、
当
事
者
の
視
点
に
立
っ
た
支
援
や
、

当
事
者
同
士
が
活
動
で
き
る
グ
ル
ー
プ

の
結
成
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

自
治
体
※
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
に

つ
い
て

質　

問

　

事
業
者
も
市
民
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

る
利
便
性
を
実
感
す
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
市
の
情
報

シ
ス
テ
ム
の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

標
準
化
・
共
通
化
で
の
シ
ス
テ
ム
変

更
を
Ｄ
Ｘ
の
契
機
と
し
、
定
型
的
な
業

務
の
電
子
化
・
自
動
化
を
加
速
さ
せ
、

効
率
的
で
便
利
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、※
市

民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
を
活
用
し
た
電

子
申
請
な
ど
に
よ
る
入
力
事
務
そ
の
も

の
の
削
減
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

窓
口
の
実
施
な
ど
、「
行
か
な
い
」「
書

か
な
い
」「
手
間
が
な
い
」
手
続
き
の

実
現
を
目
指
す
。

幼
児
教
育
と
保
育
の

考
え
方
に
つ
い
て

質　

問

　

幼
児
教
育
と
保
育
の
あ
り
方
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

答　

弁
／
多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

乳
幼
児
期
に
お
い
て
は
、
小
学
校
入

学
後
に
習
得
し
て
い
く
学
力
な
ど
の
認

知
能
力
で
は
な
く
、
意
欲
、
粘
り
強
さ
、

協
調
性
な
ど
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成

の
基
礎
と
な
る
非
認
知
能
力
を
「
遊
び

を
通
し
て
の
学
び
」
の
中
で
育
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
目
指
す

乳
幼
児
の
姿
を
「
と
こ
と
ん
あ
そ
び　

豊
か
に
育
つ　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」
と

定
め
、
取
組
の
方
向
性
を
教
育
・
保
育

関
係
者
が
共
有
し
、
教
育
・
保
育
の
質

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

一 般 質 問

落
おちうみ

海　直
な お や

哉
（市民クラブ）

質問した項目
■乳幼児期における教育・保育
の充実について

■公園の現状について
■自治体DXの進捗について

牛
う し お

尾　容
よ う こ

子
（令和会）

質問した項目
■学生連携について
■フレイル対策について
■認知症と共に暮らせる社会を
目指して

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください
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一 般 質 問

※Ｔｏｗｎ＆Ｇｏｗｎ　　５ページをご参照ください。
　アセットマネジメント　　  庁舎・学校などの建物及び道路・上下水道などを合わせた公共施設を自治体等の財産と捉え、それらの

マネジメントを長期的・計画的に行っていく取組み。

東
広
島
市
の
将
来
像
に

つ
い
て

質　

問

　

①
本
市
の
人
口
は
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
よ
る

と
、
令
和
2
年
か
ら
数
年
間
を
ピ
ー
ク

と
し
、
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
、
令
和

12
年
で
約
19
万
3
千
人
と
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
は
、
25
万

〜
30
万
人
の
人
口
規
模
と
な
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

人
口
20
万
人
以
上
の
中
核
市
と
な
れ
ば

事
務
権
限
を
強
化
で
き
る
が
、
市
と
し

て
中
核
市
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　

②
産
業
誘
致
の
あ
り
方
に
つ
い
て
過

去
に
も
質
問
し
た
が
、
改
め
て
伺
う
。

　

③
住
み
よ
い
ま
ち
を
形
成
す
る
た
め

に
は
公
共
施
設
等
の
維
持
補
修
費
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
も
っ
と
手
厚
く
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
　

高
垣
市
長

答　

弁
／
中
村
産
業
創
造
担
当
理
事

　
　
　
　

阪
垣
建
設
部
長

　

①
本
市
は
時
代
の
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
る
中
で
、
広
島
大
学
を
は
じ
め
と

す
る
※
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ
の
取
組
み

や
半
導
体
の
製
造
拠
点
が
置
か
れ
る
な

ど
更
な
る
飛
躍
の
動
き
を
見
せ
て
お
り
、

県
の
成
長
を
牽
引
す
る
都
市
と
し
て

発
展
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

中
核
市
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
議
会
に

対
し
適
宜
適
切
に
報
告
す
る
な
ど
の
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　

②
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
産

業
用
地
の
確
保
や
必
要
な
支
援
に
向
け

て
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
す
る
。

　

③
※
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な

手
法
を
取
り
入
れ
、「
戦
略
的
な
維
持

修
繕
」
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）
八
本
松

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て

質　

問

　
（
仮
称
）八
本
松
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

と
し
て
、
県
道
東
広
島
向
原
線
に
つ
い

て
、
線
形
及
び
幅
員
の
改
良
が
必
要
と

思
う
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
と
本
市

に
お
い
て
、
詳
細
設
計
・
用
地
測
量
を

行
っ
た
。
今
年
度
末
か
ら
用
地
取
得
を

行
い
、
令
和
5
年
度
か
ら
工
事
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
県
道
東
広

島
向
原
線
に
つ
い
て
は
、
改
良
整
備
を

行
う
広
島
県
が
磯
松
工
業
団
地
か
ら
正

力
南
交
差
点
北
側
ま
で
の
区
間
で
線
形

改
良
や
右
折
レ
ー
ン
の
整
備
を
行
う
計

画
で
あ
り
、
現
在
、
詳
細
設
計
及
び
用

地
測
量
を
進
め
て
い
る
。

再
犯
防
止
推
進
施
策

に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
は
令
和
4
年
3
月
に
再
犯
防
止

推
進
計
画
を
策
定
し
県
内
他
市
町
も
策

定
し
て
い
る
が
、
今
後
本
市
は
ど
の
よ

う
な
施
策
を
進
め
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

本
年
度
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
に
よ
る
啓
発
活
動
に
加
え
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
、
更
生
に
つ
い
て
市
民

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
た
。
今
後
は
、
計

画
策
定
時
に
立
ち
上
げ
た
「
再
犯
防
止

推
進
会
議
」
お
い
て
、
意
見
交
換
や
情

報
共
有
を
行
い
、
再
犯
防
止
推
進
体
制

の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

一 般 質 問

重
しげみつ

光　秋
と き じ

治
（清新の会）

質問した項目
■本市の社会資本整備について
■再犯防止推進施策について

山
やました

下　守
まもる

（創生会）

質問した項目
■東広島市の将来像について

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください
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一 般 質 問

※マルチ　　畑の畝
うね

をビニールシートやポリエチレンフィルム、藁などで覆うことで、英語の「マルチング」を略したことば。

本
市
総
合
計
画
の

地
域
別
計
画
に
つ
い
て

質　

問

　

第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
の
地
域

別
計
画
は
、
本
市
の
9
つ
の
町
ご
と
に

主
要
な
施
策
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、

そ
の
実
施
に
あ
た
り
、
市
民
の
声
を
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

従
来
か
ら
計
画
し
て
い
る
事
業
を
着

実
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
地

域
の
意
見
を
伺
う
中
で
、
新
し
い
課
題

に
つ
い
て
も
、
必
要
な
施
策
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
伺
っ
た
地
域
の

声
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
、
地
域
別
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
令

和
6
年
度
ま
で
に
予
定
す
る
事
業
な
ど

を
、
図
面
も
活
用
し
て
示
し
て
い
る
。

公
立
高
校
の

入
試
改
革
に
つ
い
て

質　

問

　

広
島
県
公
立
高
校
の
来
年
度
入
学
生

徒
へ
の
入
試
制
度
が
変
わ
る
。
一
日
目

に
五
教
科
の
学
力
試
験
が
行
わ
れ
、
二

日
目
に
「
自
己
表
現
」
と
し
て
、
受
験

生
に
面
談
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
変
更
に
対
し
て
、
本
市
が
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

広
島
県
教
育
委
員
会
が
設
定
し
た
目

標
に
対
し
、
本
市
で
は
小
学
校
段
階
か

ら
意
図
的
・
計
画
的
に
育
成
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
自
分
で
考
え
、
選
択
し
、
決
め

る
こ
と
や
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を

相
手
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

質　

問

　

野
菜
・
花
き
の
栽
培
で
は
品
質
向
上

の
た
め
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
使
用
し

た
※
マ
ル
チ
栽
培
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
。
地
球
環
境
の
た
め
に
も
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
廃
棄
物
の
削
減
が
叫
ば
れ
る
中
、

ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
削
減
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

園
芸
作
物
生
産
に
お
い
て
は
、
防
草

な
ど
を
目
的
と
し
た
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
資

材
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
た
め
、

生
分
解
性
資
材
や
天
然
由
来
資
材
な
ど

の
資
材
に
つ
い
て
、
効
果
な
ど
の
情
報

収
集
に
努
め
、
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

子
育
て
政
策
に
つ
い
て

質　

問

　

い
き
い
き
こ
ど
も
ク
ラ
ブ
が
夏
休
み

中
の
お
弁
当
の
業
者
委
託
を
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

地
域
に
よ
っ
て
、
い
き
い
き
こ
ど
も
ク

ラ
ブ
の
規
模
の
大
小
も
あ
り
、
い
き
な

り
市
内
全
域
で
の
実
施
は
難
し
い
と
は

思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
岡
田
生
涯
学
習
部
長

　

公
設
ク
ラ
ブ
で
は
全
市
公
平
な
サ
ー

ビ
ス
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
広
い
市

域
を
カ
バ
ー
し
た
上
で
の
夏
期
の
み
の

弁
当
発
注
は
、
配
送
業
者
の
経
営
的
に

も
難
し
い
問
題
が
生
じ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
が
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
も
、
他
市
の
実
施

状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
研
究
す
る
。

一 般 質 問

大
おおした

下　博
ひろたか

隆
（清新の会）

質問した項目
■農業政策について
■子育て政策について
■選挙について

貞
さだいわ

岩　敬
たかし

（清新の会）

質問した項目
■第五次東広島市総合計画につ
いて

■人権啓発について
■学校教育について

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください
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一 般 質 問

検
討
が
必
要
！
中
央
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用

質　

問

　

中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
跡
地
、
西

条
中
央
公
園
、
新
施
設
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ

に
つ
い
て
、
一
つ
の
案
し
か
提
示
さ
れ

な
か
っ
た
。
北
館
は
地
震
対
策
費
用
や

大
規
模
改
修
費
用
も
必
要
で
あ
る
。
新

施
設
の
機
能
を
取
り
込
み
北
館
を
建
て

替
え
る
案
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

庁
舎
敷
地
内
の
施
設
配
置
案
は
、
施

設
の
現
状
や
景
観
、
人
や
車
の
動
線
、

コ
ス
ト
等
を
踏
ま
え
、
新
施
設
と
北
館

を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
も
含
め
、

総
合
的
に
検
討
す
る
。

　

北
館
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
に
加
え
、
市
役
所
の
庁
舎
と
し
て
、

防
災
上
、
重
要
な
施
設
で
も
あ
る
の
で
、

そ
の
点
も
考
慮
し
て
い
く
。

東
広
島
浄
化
セ
ン
タ
ー

放
流
水
の
工
業
用
水
活
用

質　

問

　

工
業
用
水
の
田
口
浄
水
場
に
近
接
し

て
い
る
東
広
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
放
流

水
を
工
業
用
水
の
水
源
と
し
て
活
用
す

れ
ば
、
浄
水
場
を
増
設
す
る
た
め
の
建

設
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
、
短
期
間
で
整

備
で
き
、
水
量
も
確
保
で
き
る
。
広
島

県
に
提
案
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
中
村
産
業
創
造
担
当
理
事

　

放
流
水
は
点
検
等
で
完
全
停
止
す
る

こ
と
も
あ
り
、
水
温
、
濁
度
、
水
素
イ

オ
ン
濃
度
以
外
の
項
目
で
、
工
業
用
水

の
水
質
の
基
準
を
超
え
る
も
の
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
広
島
県
と
継
続
協
議
し
、

実
現
可
能
性
を
模
索
す
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
と

日
本
文
化
論

質　

問

　

人
権
運
動
が
活
発
な
ア
メ
リ
カ
で
は
、

白
人
警
官
の
黒
人
容
疑
者
に
対
す
る
発

砲
を
き
っ
か
け
に
、
人
種
差
別
の
抗
議

を
名
目
に
し
た
放
火
・
暴
動
が
多
発
、

大
人
数
で
高
級
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
を

襲
撃
、
略
奪
す
る
な
ど
で
治
安
が
悪
化

し
て
い
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
で
は
、「
Ｂ
ｏ
ｙ
，

Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
」
ま
で
男
女
の
性
差
を
表
す

か
ら
よ
く
な
い
と
言
い
始
め
て
い
る
。

言
葉
狩
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
本
来
あ

る
べ
き
「
差
」
が
な
く
な
る
わ
け
で
は

な
く
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
を
過
剰

に
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
に
分

断
を
持
ち
込
み
、
家
庭
や
国
境
、
文
化

と
い
っ
た
既
存
の
秩
序
を
破
壊
す
る
策

略
に
は
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

水
戸
学
に
よ
る
と
、
日
本
の
国
の
有

り
様
は
「
役
割
分
担
」
と
い
う
こ
と
だ
。

全
て
の
国
民
が
、
家
庭
や
職
場
や
地
域

の
中
で
、
自
分
の
役
割
を
持
っ
て
い

て
、
全
て
の
役
割
は
必
要
な
役
割
で
あ

り
、
誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
ど
ん
な
役
割
も
尊
い
。
互
い
の
立

場
と
役
割
を
果
た
す
信
頼
と
安
心
で
結

ば
れ
た
国
で
あ
る
。
守
る
べ
き
は
日
本

固
有
の
文
化
だ
。
考
え
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

文
化
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き

る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
人
間

相
互
の
連
帯
感
を
生
み
出
し
、
共
に
生

き
る
社
会
の
基
盤
を
形
成
す
る
も
の
と

認
識
し
て
お
り
、
そ
れ
は
、
次
の
時
代

の
新
た
な
創
造
の
基
盤
に
な
る
。
大
切

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
を
学
び
、

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

一 般 質 問

宮
みやかわ

川　誠
や す こ

子
（真政倶楽部）

質問した項目
■ジェンダー問題と日本文化論

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（令和会）

質問した項目
■令和５年度予算編成方針につ
いて

■中央生涯学習センター跡地等
の活用案について

■東広島の下水道について

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください
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一 般 質 問

工
業
用
水
不
足
に
つ
い
て

質　

問

　

吉
川
工
業
団
地
に
立
地
す
る
企
業
か

ら
、
事
業
拡
張
の
た
め
2
〜
3
年
後
に

工
業
用
水
の
増
量
を
必
要
と
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
本
市
の
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

答　

弁
／
中
村
産
業
創
造
担
当
理
事

　

工
業
用
水
の
増
量
を
望
む
企
業
で
は
、

施
設
整
備
に
か
か
る
期
間
や
費
用
を
考

慮
し
、
上
水
を
利
用
す
る
こ
と
を
検
討

さ
れ
て
い
る
。
上
水
を
利
用
す
る
際
に

は
、
新
た
に
上
水
道
管
の
工
事
や
受
水

タ
ン
ク
の
設
置
等
の
た
め
の
投
資
が
必

要
と
な
る
。
今
後
も
同
様
の
投
資
が
必

要
な
企
業
が
出
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
た
め
、
上
水
道
管
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
行
う
場
合
の
企
業
支
援
策
を
検

討
し
て
い
る
。

地
域
要
望
の
改
善
状
況
に

つ
い
て

質　

問

　

災
害
復
旧
工
事
を
優
先
し
た
こ
と
で
、

地
域
が
要
望
す
る
改
良
工
事
が
遅
れ
て

い
る
。
積
み
残
さ
れ
た
地
域
要
望
に
対

す
る
工
事
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　

弁
／
阪
垣
建
設
部
長

　

災
害
の
影
響
で
進
度
調
整
し
た
市
道

整
備
や
維
持
修
繕
に
つ
い
て
は
、
令
和

3
〜
5
年
度
の
間
で
取
り
戻
す
こ
と
を

目
標
に
、
年
度
別
に
執
行
計
画
を
立
て

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

現
時
点
で
の
進
捗
状
況
は
、
令
和
3

年
度
・
4
年
度
で
実
施
を
計
画
し
て
い

る
378
件
に
対
し
、
着
手
済
み
が
285
件
で
、

未
着
手
が
93
件
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
人
材
の
確
保
策
に

つ
い
て

質　

問

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

2025
年
が
間
近
に
迫
る
今
、
介
護
人
材
の

確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
安
定
的

な
介
護
人
材
確
保
策
が
必
要
で
あ
る
。

千
葉
県
や
鳥
取
市
な
ど
の
他
自
治
体
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、
外
国
人

の
介
護
人
材
獲
得
を
積
極
的
に
検
討
す

る
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
が
、
保

険
者
と
し
て
の
本
市
の
認
識
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

福
光
健
康
福
祉
部
長

　

介
護
事
業
所
へ
の
慢
性
的
な
人
材
不

足
が
続
け
ば
、
安
定
的
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ

り
、
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
考
え
る
。
市

内
事
業
所
の
現
状
を
把
握
し
、
必
要
か

つ
効
果
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
で
、
主
に
外
国
人
を
対

象
と
し
た
介
護
専
門
学
校
の
設
立
に
向

け
た
準
備
が
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
、
開
校
さ
れ
た
際
に
は
、
市
内
の
介

護
事
業
所
へ
の
就
職
に
繋
げ
て
い
く
た

め
に
連
携
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

将
来
に
わ
た
り
継
続
し
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
市
と
し
て
も
介

護
人
材
の
確
保
や
定
着
に
対
し
て
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
。
介
護
職
の
魅
力
向

上
に
資
す
る
支
援
を
幅
広
く
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問

岩
いわさき

崎　和
かずひと

仁
（創生会）

質問した項目
■持続可能な政策について
■条例に即した適正な運営につ
いて

中
なかがわ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

質問した項目
■工業団地にかかわる課題につ
いて

■「やさしい未来都市・東広島」
実現のためのコンセプトにつ
いて

■市民目線でのまちづくりにつ
いて

スマホのカメラで
読みこんでください

スマホのカメラで
読みこんでください
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話題TOPICS

市議会行政視察

海外に学ぶ
　※スマートシティへの取組みや技能実習生及び留
学生の日本への派遣状況等について調査を行うた
め、ベトナムに駐在する政府関係機関、日本企業、
及び現地企業等への視察を行いました。

　『令和４年度海外都市行政視察報告』
　参加者　玉川雅彦　中川　修　岩崎和仁
　日　程　令和４年10月24日～10月28日
　視察先　ベトナム

積
む
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
高
齢
者

等
へ
の
対
応
が
可
能
と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

■
在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使
館

視 

察
事
項
：
ベ
ト
ナ
ム
を
中
心
と

し
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
で
の
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使
館
で
は
、

2018
年
に
設
立
さ
れ
た
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｎ
）」
に
つ
い
て
、
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｎ
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟

各
国
の
そ
れ
ぞ
れ
3
都
市
程
度
が
ス

220
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
学
生
た
ち

は
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
、
ま
た
、
各
分
野
で

実
際
に
使
用
さ
れ
る
日
本
語
を
習
得

す
る
こ
と
で
、
業
務
に
即
し
た
表
現

を
身
に
付
け
る
な
ど
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
、
出
国
前
の
ク
ラ
ス
の
学

生
た
ち
と
話
を
す
る
と
、
聴
き
取
り

や
す
い
日
本
語
で
交
流
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
来
日
後
も
、
少
し
経
験
を

■
Ｊ
Ｉ
Ｓ
人
材
開
発
株
式
会
社

視 

察
事
項
：
介
護
分
野
の
技
能
実

習
生
の
育
成
状
況
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
を
ハ

ノ
イ
公
衆
衛
生
大
学
内
に
置
き
、
大

学
と
連
携
し
た
人
材
育
成
を
し
て
い

ま
す
。
千
葉
県
や
鳥
取
市
と
も
協
定

を
締
結
し
、
介
護
分
野
等
で
の
人
材

派
遣
に
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
ス
ク
ー
ル
は
、
現
在
、
約

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
開
発
の
た
め
に
協
力

す
る
※
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
り
、

先
端
技
術
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
、
市
民

生
活
の
改
善
を
目
指
す
組
織
で
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
・

ダ
ナ
ン
・
ハ
ノ
イ
の
3
都
市
が
実
証

都
市
と
し
て
選
定
さ
れ
て
お
り
、
ハ

ノ
イ
で
は
信
号
集
中
監
視
、
高
度
道

路
シ
ス
テ
ム
、
都
市
管
理
シ
ス
テ
ム
、

ス
マ
ー
ト
観
光
基
盤
が
課
題
と
し
て

抽
出
さ
れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
、
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ

た
社
会
づ
く
り
の
開
発
の
余
地
が
日

本
よ
り
多
く
、
開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
事
例
が

本
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
推
進

の
参
考
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

※スマートシティ　　  最先端技術の活用により、都市や地域の機能やサービスを効率化・高度化し、生活の利便性や快適性を向上さ
せるとともに、人々が安心・安全に暮らせるまち。

　プラットフォーム　　複数の組織で提携し、事業を実施するための場のこと。

JIS人材開発株式会社－実習先の公衆衛生大学にて

在ベトナム日本国大使館
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し
た
。

　

し
か
し
、
数
年
前
に
民
間
交
流
団

体
が
大
学
内
で
酒
ま
つ
り
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
他
の
大
学
が
興
味
を
持

ち
、
自
分
の
大
学
で
も
実
施
し
た
い

と
の
申
し
出
が
あ
り
、
ま
た
、
介
護

人
材
の
送
り
出
し
機
関
か
ら
広
島
県
、

東
広
島
市
と
連
携
を
図
り
た
い
と
の

話
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
広
島
市
へ

も
強
い
関
心
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

お
り
、
交
流
を
通
じ
て
連
携
を
図
る

こ
と
が
お
互
い
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る

と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
も
、
広
島
大
学
ベ
ト
ナ
ム
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
積
極
的
に
交
流
を

図
る
こ
と
で
、
本
市
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
取
組
み
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

ず
現
在
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

施
策
に
取
り
組
み
、
新
た
な
課
題
に

直
面
す
る
た
び
に
、
街
を
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
解
決
に
取
り
組
む
と
い

う
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

■
広
島
大
学
ベ
ト
ナ
ム
セ
ン
タ
ー

視 

察
事
項
：
本
市
へ
の
留
学
生
に

つ
い
て

　

2010
年
11
月
、
広
島
大
学
は
ベ
ト
ナ

ム
国
家
大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
校
傘
下

の
人
文
社
会
科
学
大
学
内
に
「
広
島

大
学
ベ
ト
ナ
ム
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生
の
受

入
れ
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
学
術
交

流
、
文
化
交
流
活
動
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
広
島
市
へ
の
留
学
の
希
望
に
つ

い
て
伺
う
と
、
日
本
へ
の
留
学
希
望

は
一
定
数
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
国
費
に
よ
る
留
学

は
、
制
度
上
地
域
を
限
定
し
て
選
定

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
留
学
生
の
側

が
東
広
島
市
を
留
学
先
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

■
ベ
ト
ナ
ム
住
友
商
事
会
社

視 

察
事
項
：
北
ハ
ノ
イ
で
行
わ
れ

る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
開
発
事
業

に
つ
い
て

　

住
友
商
事
株
式
会
社
は
、
ハ
ノ
イ

市
北
部
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
開
発
に

向
け
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事

業
体
）
を
組
織
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
社

会
問
題
を
解
決
す
る
ま
ち
づ
く
り
と

50
年
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
成
長
す

る
街
の
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

開
発
地
で
は
、
Ｉ
Ｔ
産
業
パ
ー
ク
、

※
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
交
通
セ
ン
タ
ー
、

ハ
イ
テ
ク
複
合
医
療
施
設
等
、
様
々

な
大
規
模
開
発
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、

中
心
市
街
地
か
ら
の
鉄
道
延
伸
も
予

定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

住
友
商
事
株
式
会
社
で
は
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ

テ
ィ
と
言
い
換
え
、
常
に
街
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方

を
し
て
お
り
、
そ
の
方
針
に
共
感
し

ま
し
た
。

　

本
市
が
取
組
み
を
進
め
る
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
構
想
に
も
、
ゴ
ー
ル
は
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
完
成
で
な
く
、
ま

■
全
体
を
通
じ
て
の
所
感

　

本
市
の
※
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ

構
想
と
ハ
ノ
イ
市
北
部
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
開
発
に
つ
い
て
、
今
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
計
画
に
対
す
る
市
民
意
識

な
ど
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、

本
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
が
よ

り
良
い
も
の
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
分
野
に
お
け
る
人
材

の
確
保
策
は
早
急
に
検
討
が
必
要
な

課
題
で
あ
り
、
例
え
ば
、
介
護
人
材

を
本
市
で
育
成
す
る
こ
と
が
、
人
材

不
足
解
消
の
一
助
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
社

会
環
境
の
整
備
に
向
け
て
、
施
設
関

係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

効
果
的
な
政
策
提
案
が
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
感
じ
ま
し

た
。

　

広
島
大
学
ベ
ト
ナ
ム
セ
ン
タ
ー
で

の
意
見
交
換
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
方

に
も
東
広
島
市
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

今
後
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

交
流
活
動
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

そ
う
し
た
活
動
を
支
援
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

※マルチモーダル　　複合語の形で用いられる場合が多く、複数の、複数の形式の、複数の手段による、などの意を表す。
　Town＆Gown　　５ページをご参照ください。

広島大学ベトナムセンター
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ACTIVITY REPORT

東広島市議会活動レポート

総務委員会議会報告会
◆開催日：令和４年11月11日、16日
◆開催場所：黒瀬保健福祉センター
　　　　　　安芸津生涯学習センター
　第一部の議会報告では、執行部が『やさしい
未来都市へ本格始動予算』と位置付けた令和４
年度予算の内容や財政状況、議会での審査経過
などを報告しました。
　第二部では第一部で報告した、「令和４年度
予算について」をテーマとして、グループに分
かれて意見交換を行い、農林水産業や災害復旧、
公共交通などの課題について、地域の方々から
多くのご意見をいただきました。

文教厚生委員会議会報告会
◆開催日：令和４年11月７日、14日
◆開催場所：河内保健福祉センター
　　　　　　豊栄生涯学習センター

　第一部の議会報告では、「受動喫煙防止条例」
の制定までの経緯や、フレイル対策・認知症予
防施策などを報告しました。
　第二部では「東広島市の健康増進・高齢者福
祉について」をテーマとして、グループに分か
れて意見交換を行い、高齢者の移動手段・健康
増進や認知症、受動喫煙の防止などについて、
地域の方々から様々なご意見をいただきました。

建設委員会議会報告会
◆開催日：令和４年11月11日、17日
◆開催場所：八本松地域センター
　　　　　　東志和地域センター
　第一部の議会報告では、令和５年度に事業開
始する広島県水道広域連合企業団への参加のメ
リット・デメリット、議会での協議経過などを
報告しました。
　第二部では「地域別計画に沿った地域の課題
等について」をテーマとして、グループに分か
れて意見交換を行い、地域の活性化や、交通イ
ンフラの整備などについて、地域の方々から
様々なご意見をいただきました。

市民経済委員会議会報告会
◆開催日：令和４年11月15日、18日
◆開催場所：下見福祉会館
　　　　　　高屋西地域センター
　第一部の議会報告では、広島中央エコパーク
でのごみの資源化や、ごみ分別の個人意識の重
要性などについて、過去の委員会等での質問事
例を織り交ぜながら報告しました。
　第二部では「ごみの分別から始まる環境への
取組みについて」をテーマとして、グループに
分かれて意見交換を行い、ごみの分別・減量化
などについて、地域の方々から多くのご意見を
いただきました。
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市
民
の
声

The letter from a citizen

感じたこと　思うこと
 岡

おかもと
本　和

かずや
也（西条町）

私の町
 松

まつだ
田　ゆみこ（安芸津町）

　私は高校卒業後、就職を機に東広島市に移

住し約15年が経ちます。現在は妻と子ども３

人の５人家族です。商業施設が増え、インフ

ラ整備も進み生活は豊かになったと感じます。

　しかし、私の長男が中学進学にあたり、小

学生から始めたバスケットボールを続けたい

と、部活動のある校区外の中学校へ入学する

ことになりました。同じような境遇、あきら

めて校区内へ進学する子もいると聞きます。

こうした背景には、教員の働き方や充分な設

備が整っていないことが関係していると思い

ます。外部コーチの誘致や学校設備の改修、

また別施設を有効利用などすれば校区内への

進学、やりたいことができる笑顔の子供たち

が増えるのではと思います。

　私が生まれ育った町、安芸津は、豊富な海

の幸と山の幸、瀬戸内の穏やかな気候に恵ま

れた町です。子供の頃、目にしていた景色は

色鮮やかで、活気に満ちた町でした。私が大

人になったからなのか、それとも時の流れな

のか、今はあの頃と違っている様に感じます。

　人口減少・高齢化・単身世帯増加による空

き家・空き店舗等の問題も町の雰囲気を変え

る大きな原因となっていると感じます。

　世の中が変わっていく時の流れに逆らうの

は難しいことですが、物の見方を変える、固

定概念や、常識の枠を外すことにより、マイ

ナスと捉えていた問題がプラスへ転じる可能

性は大きいのではないでしょうか？

　この町が魅力溢れる町・安心して暮らせる

町になる様に市政にも求めていきたいです。

令和5年第1回定例会の日程
2月

日 月 火 水 木 金 土
3月

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

本会議
（初日）

常任委員会（議案審査）

19 20 21 22 23 24 25

常任委員会
（議案審査）

予算特別委員会 常任委員会
（議案審査）

26 27 28

常任委員会
（議案審査）

本会議
（議案審議）

１ ２ ３ ４

本会議（代表・一般質問）

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

予算特別委員会

12 13 14 15 16 17 18

予算特別委員会

19 20 21 22 23 24 25

本会議
（議案審議）

予備日

26 27 28 29 30 31

■傍聴を希望される方へのお願い（新型コロナウイルス感染症への対応について）
　傍聴を希望される場合は、発熱や咳などの症状がないことを確認した上で、手洗い、手指の消毒、マスクの着用、咳エ
チケットなどを徹底していただくよう、ご理解とご協力をお願いいたします。なお、会議の開始時間は原則午前10時です。
■本会議・委員会の中継映像
　本会議の様子はインターネット（YouTube）で生配信し、KAMONケーブルテレビで録画映像を放送しています。
また、常任委員会や全員協議会等の様子も、インターネット（YouTube）で生配信しています。市議会ホームペー
ジからアクセスできますので、ご利用ください。
■本会議・委員会の傍聴、手話通訳
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。手話通訳を希望される方は、希望日の３日前までに議会事務
局にお申込みください。

　ご不明な点は議会事務局（082）420‒0966へお問い合わせください。
東広島市議会 耳マーク
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

令
和
5
年
を
迎
え
て

　

本
年
、
東
広
島
市
の
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
独
創
教
育
が
始
ま
っ
て

100
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
今
も
な
お
檜
高
憲
三
さ
ん

の
思
い
が
脈
々
と
引
き
継
が
れ
本

市
の
教
育
に
好
循
環
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
も
な
く
令
和
5
年
第
1
回
定

例
会
が
開
会
さ
れ
令
和
5
年
度
予

算
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
東
広
島
市

が
よ
り
良
い
地
域
と
な
る
よ
う
審

査
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も「
市
議
会
だ
よ
り
」を
中

心
に
議
会
活
動
を
よ
り
わ
か
り
や

す
く
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う

心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
委
員

 

岩
崎　

和
仁

安芸国分寺歴史公園（西条町）

広島県安芸国分寺跡土坑出土品（左）と出土した土坑（右）
　令和４年11月18日に開催された国の文化審議会において、「広島県安
芸国分寺跡土坑出土品」が、新たに国の重要文化財（美術工芸品：考古資
料）に指定される答申がなされました。時期が極めて限定された一括出土
品であり学術的価値は高く、今後、３月に本市出土文化財管理センターで
の展示公開、５月ごろに市立美術館での展示公開が計画されています。
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